
���

��
��������	 
�������� � ��������	��� 
����������		�������������� �������   !"#$%&�'(!)&�!�*&+!$,#,*"!-�

�����

�	


������������������������������������������������

○稚児行列他 １
○新幹線情報・町の話題
お知らせ ２～３
○議会だより ４～５
○イマダス・
町のたから ６

……………

…………
………

……………

太
宰
治
生
誕
１
０
０
年
記
念
公
演｢

津
軽｣

が
、

青
森
県
、
太
宰
治
生
誕
１
０
０
年
記
念
公
演

｢

津

軽｣

実
行
委
員
会
、(

財)

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

主
催
に
よ
り
９
月
２
日

(

水)

か
ら
６
日

(

日)

ま
で
の
５
日
間
、
五
所
川
原
市
金
木
町
の
津
軽
鉄

道
芦
野
公
園
駅
特
設
会
場
に
お
い
て
上
演
さ
れ
ま

す
。
村
田
雄
浩
・
川
上
麻
衣
子
が
主
演
し
、
オ
ー

デ
シ
ョ
ン
に
合
格
し
た
一
般
県
民
９
名
も
出
演
し

ま
す
。

そ
の

｢

津
軽｣

に
今
別
町
か
ら
大
水
美
保
さ
ん

(

今
別)

が
出
演
す
る
こ
と
に
な
り
、
た
だ
い
ま

け
い
こ
に
一
生
懸
命
励
ん
で
い
ま
す
。

大
水
さ
ん
は
一
般
公
募
の
オ
ー
デ
シ
ョ
ン
で
選

ば
れ
、
舞
台
で
は
太
宰
と
一
緒
に
蟹
田
の
観
瀾
山

で
花
見
を
し
た

｢

Ｎ
君｣

の
妻
役
を
演
じ
ま
す
。

舞
台
の
会
場
は
野
外
で
、
さ
ら
に
昭
和
19
年
頃
を

演
じ
る
と
あ
っ
て
、
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
や
、

時
代
背
景
を
考
え
た
り
と
て
も
難
し
い
と
言
い
な

が
ら
も

｢

舞
台
出
演
は
も
ち
ろ
ん

初
め
て
で
、
周
り
は
プ
ロ
の
劇
団

員
や
、
女
優
、
俳
優
さ
ん
が
い
る

の
で
、
け
い
こ
は
と
て
も
緊
張
し
、

汗
だ
く
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

で
も
新
鮮
な
驚
き
と
興
奮
の
中
で

毎
回
体
当
た
り
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
。｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

け
い
こ
は
、
五
所
川
原
市
中
央

公
民
館
で
土
曜
、
日
曜
ご
と
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
監
督
の
大
き
な

声
が
飛
び
、
一
シ
ー
ン
を
何
度
も

繰
り
返
し
演
技
指
導
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
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覚
寺

(

工
藤
貞
導
住
職)

恒
例
の
御
法
会
記
念
で
、
７
月
18
日
に

稚
児
練
り
供
養
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

10
年
に
一
度
の
稚
児
行
列
の
こ
の
日
、
開
始
直
前
に
小
雨
が
降
り

出
し
た
た
め
、
本
覚
寺
本
堂
で
の
お
披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
約
80
人
の
子
ど
も
た
ち
は
豪
華
な
冠
と
き
ら
び
や
か
な
稚

児
装
束
に
身
を
包
み
、
化
粧
を
施
し
、
八
百
年
大
遠
忌
御
和
讃
が
流
れ

る
中
で
、
僧
侶
、
本
覚
寺
役
員
等
に
続
き
、
保
護
者
に
手
を
ひ
か
れ
て

本
堂
内
を
３
回
練
り
歩
き
ま
し
た
。

ま
た
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
７
月
20
日
に
は
大
漁
祈
願
が
行
わ
れ
、
漁
供

養
の
海
上
運
行
に
は
、
４
漁
港
か
ら
総
勢
30
数
艘
が
参
加
し
ま
し
た
。
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昭
和
25
年
12
月
に
開
設
さ
れ
、

26
年
12
月
か
ら
現
在
地
で
営
業
を

始
め
た
青
森
銀
行
今
別
支
店
が
、

蟹
田
支
店
所
在
地
に
移
転
し
ま
す
。

58
年
間
、
地
域
経
済
の
中
心
的

役
割
を
担
っ
て
き
た
同
支
店
は
、

８
月
21
日
が
最
終
営
業
日
と
な
り

ま
す
。
移
転
後
は
、
蟹
田
支
店
内

で
窓
口
営
業
を
行
い
ま
す
が
、
平

成
22
年
８
月
を
も
っ
て
今
別
支
店

は
廃
止
し
、
蟹
田
支
店
へ
統
合
さ

れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
現
在
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
引
き

続
き
利
用
で
き
ま
す
。
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６
月
22
日
、
砂
ケ
森
の
多
目
的
集
会
所
に
お
い

て
、
今
別
婦
人
会

(

山
内
和
子
会
長)

主
催
の
着

付
け
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
澤
田
田
鶴
子
さ
ん

(

今
別)

が
務
め
、

着
付
け
に
必
要
な
小
物
に
つ
い
て
の
説
明
や
着
崩

れ
し
な
い
た
め
の
ボ
デ
ィ
作
り
、
身
に
つ
け
る
前

の
帯
の
た
た
み
方
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
た
ち
は
帯
の
結
び
方
の
実
技

指
導
を
受
け
、
汗
ま
み
れ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

講
師
の
澤
田
さ
ん
は

｢

慣
れ
て
く
る
と
汗
は
か
か

な
く
な
り
ま
す
よ｣

と
話
し
、
参
加
者
た
ち
の
間

を
忙
し
く
行
き
来
し
て
い
ま
し
た
。

結
び
終

え
て
か
ら

お
互
い
に
見
せ
合
っ
た
り
、

と
て
も
和
や
か
な
教
室
で
し

た
が
、｢

一
回
の
講
習
で
は

と
て
も
覚
え
ら
れ
な
い｣

と

い
う
の
が
参
加
者
た
ち
の
感

想
で
し
た
。

そ
こ
で
、
山
内
会
長
は

｢

要
望
が
あ
れ
ば
い
ろ
い
ろ

な
地
区
で
ま
た
開
催
し
た
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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道
の
駅
い
ま
べ
つ

｢

ア
ス
ク

ル｣
(

嶋
中
輝
仁
駅
長)

で
は
、

こ
の
た
び
今
別
町
の
郷
土
芸
能

｢

荒
馬｣

を
包
装
に
あ
し
ら
っ

た
ク
ッ
キ
ー
を
発
売
し
ま
し
た
。

町
商
工
会
青
年
部

(

本
郷
康

二
部
長)

が
開
発
に
協
力
し
、

｢

今
別
町
の
魅
力
を
全
国
に
発

信
で
き
る
チ
ャ
ン
ス｣

と
話
し

て
い
ま
し
た
。
ク
ッ
キ
ー
は
一
箱
16
枚
入
り
で
、
８
４
０
円
で
す
。

ア
ス
ク
ル
の
他
に

｢

な
も
わ
ー
も｣

や
高
野
崎

｢

い
さ
り
び｣

等
で

も
販
売
し
て
い
ま
す
。
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新
幹
線
用
レ
ー
ル
が
急

ピ
ッ
チ
で
仮
称

｢

奥
津
軽
車

両
基
地｣

内
に
運
び
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

レ
ー
ル
は
専
用
船
で
青
森

港
に
陸
揚
げ
さ
れ
、
専
用
の

ト
レ
ー
ラ
ー
で
夜
間
の
指
定

時
間
帯
に
、
国
道
２
８
０
号

か
ら
県
道
を
経
由
し
て
輸
送

さ
れ
ま
す
。

ト
レ
ー
ラ
ー
は
、
全
長
30

ｍ
位
で
、
１
本
25
ｍ
の
レ
ー

ル
を
一
車
両
に
13
本
積
み
込

み
、
二
台
で
一
編
成
、
二
編

成
体
制
と
し
ま
す
。
そ
の
先

頭
に
誘
導
車
両
を
設
置
し
て

輸
送
し
ま
す
。

夜
間
輸
送
の
安
全
対
策
は

十
分
で
す
。

一
本
25
ｍ
の
レ
ー
ル
を
８
本
ガ
ス
圧
接
し
、

２
０
０
ｍ
に
し
て
、
深
夜
、
列
車
を
止
め
て

専
用
軌
陸
車
に
積
載
し
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
内

に
搬
入
し
て
い
ま
す
。

軌
陸
車
は
早
朝
に
北
海
道
側
か
ら
積
み
込

み
す
る
た
め
保
守
基
地
に
搬
送
さ
れ
、
週
一

回
の
行
程
で
レ
ー
ル
を
積
載
し
て
深
夜
に
青

函
ト
ン
ネ
ル
内
に
輸
送
し
て
い
ま
す
。

深
夜
に
作
業
し
て
い
ま
す
が
、
騒
音
や
振

動
な
ど
で
周
辺
住
民
に
迷
惑
を
か
け
る
心
配

は
ま
っ
た
く
な
く
、
う
す
明
り
を
灯
す
け
ん

引
電
車
に
引
か
れ
、
闇
の
中
へ
と
消
え
て
い

き
ま
す
。
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７
月
17
日
今
別
中
学
校
で
、

『

大
事
に
し
よ
う
心
と
体』

と
題
し
て

弘
前
女
性
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
蓮は

す

尾お

豊
氏
を
講
師
に

｢

思
春
期
教
室｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
に
は
３
年
生
14
名
の
他
、
保
護
者
、

関
係
者
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
性
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
道
徳
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
蓮
尾
先
生
は
語
り
口
も
柔
ら
か
く
、
中
学
生

に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
ス
ク
リ
ー

ン
を
使
っ
て
講
演
し
、
命
の
大
切
さ

と
人
へ
の
理
解
と
思
い
や
り
に
つ
い

て
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、｢

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま

ず
電
話
を｣

と
語
り
か
け
、｢

婦
人

科
は
、
相
談
す
る
と
こ
ろ
。
必
要
が

あ
れ
ば
診
察
し
ま
す｣

と
話
し
て
い

ま
し
た
。

参
加
し
た
中
学
生
は
、
真
剣
な
表

情
で
蓮
尾
先
生
の
講
話
を
聞
き
、
最

後
に
お
礼
の
言
葉
と
し
て
保
健
委
員

長
の
相
内
菜
々
さ
ん
が

｢

自
分
を
大

切
に
す
る
こ
と
と
、
相
手
を
思
い
や

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た｣

と
述
べ
ま
し
た
。
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７
月
７
日
、
双
樹
苑
な
か

や
ま
荘
の

｢

七
夕
ま
つ
り｣

に
今
別
小
学
校
の
児
童
と
、

読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル

｢

こ

で
ま
り
の
会｣

の
会
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

小
学
生
が
紙
芝
居

｢

へ
こ

き
よ
め
ご｣

を
始
め
る
と
、

入
所
者
た
ち
は
大
笑
い
し
、

と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
で
ま
り
の
会
々

長
の
澤
田
田
鶴
子
さ
ん
が
昔

話

｢

お
だ
ん
ご
コ
ロ
コ
ロ｣

を
披
露
し
、
最
後
に
は
み
ん

な
で
合
唱
し
ま
し
た
。

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
を
打
ち

｢

七
夕
さ
ま｣

と

｢

し
あ
わ

せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う｣

を

歌
い
だ
す
と
、
入
所
者
た
ち

は
体
を
動
か
し
た
り
、
孫
と

握
手
す
る
人
や
涙
す
る
人
も

い
て
、
楽
し
い
交
流
が
で
き

ま
し
た
。
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☆日 時 平成21年８月14日 (金) 午前９時40分から
☆開催場所 荒馬の里活性化センター
☆対 象 者 平成元年４月２日～平成２年４月１日生

※名前のもれている方がありましたら､ 町教育委員会
(35－2157) へお知らせ下さい｡

HI JK
・岩 渕 信 ・田 中 昭 平 ・阿 部 新
・宮 本 駿 輔 ・伊 藤 拓 ・伊 藤 利 朗
・松 本 成 紀 ・藤 巻 一 輝 ・小 鹿 亮 磨
・中 野 亮 ・伊 東 永理子 ・嶋 中 江 美
・嶋 中 由 佳 ・牧 野 園 子 ・山 口 裕 子
・阿 部 琴 美 ・相 内 麗 香

HL MK
・五十嵐 大 斗 ・沢 田 弘 平

H:NOK
・相 内 友 揮 ・高 桑 健 ・高 桑 光
・村 上 健 太 ・小 鹿 元 ・高 桑 大
・本 郷 有 希 ・相 内 麻 衣 ・田 中 美 波

HP QK
・相 内 秀 紀 ・相 内 大 海 ・村 川 友 美

HR SK
・小山内 未 来 ・宮 本 里 香

HT UK
・三 浦 嵩 ・相 内 裕 太

HV WK
・下 川 英 知 ・太 田 沙由美

H: XK
・岡 野 翔 太 ・中 島 勇 人 ・都 甲 菜 美
・木 村 真梨子

HY ZK
・田 村 麻 依

H[\�K
・藤 巻 有 香

H]O^K
・木 村 翔 司 ・栗 木 亮 介 ・神 正 信
・山 田 有 真
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さ
い
た
ま
市
在
住
の
田
中
富

士
子
さ
ん

(

今
別
町
出
身
旧
姓

石
川
さ
ん)

よ
り
、｢

今
別
中

学
校
の
活
動
費
に
使
っ
て
く
だ

さ
い｣

と
心
あ
た
た
ま
る
寄
付

金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
か
ら
は
５
年
間
続

け
て
善
意
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

中
学
校
で
は
こ
れ
ま
で
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
代
の

一
部
や
荒
馬
用
品
の
購
入
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
は
、
野
球
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

代
の
一
部
に
と
考
え
て
い
る
そ

う
で
す
。

五
十
嵐
義
人
校
長
は
、｢

学

校
だ
よ
り
を
田
中
さ
ん
に
お
届

け
し
な
が
ら
中
学
校
の
活
動
の

様
子
を
お
知
ら
せ
し
、
感
謝
と

お
礼
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
て

い
ま
す｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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2011年７月までに今までのテレビ放送 (地上アナログ放送) は終了し
ます｡ 地上デジタル放送の番組を見るためには､ 地上デジタルテレビに
買い替えるか､ お手持ちのアナログテレビに ｢地上デジタルチューナー｣
をつなぐなどの必要があります｡
そのために総務省では､ 簡易なチューナーの無償給付などの支援を行
います｡

�����	
�����

｢日本放送協会 (ＮＨＫ) の受信料の全額免除を受けている世帯｣
が対象です｡ (具体的には､・生活保護世帯・町民税非課税の障害者世
帯・社会福祉事業施設入所者) なお､ すでに､ 地上デジタル放送を視
聴されている世帯は支援の対象外です｡

������������

現在お持ちのアナログテレビに取り付ける ｢簡易なチューナー｣ の
無償給付をします｡
アンテナ改修等が必要な場合はその支援も行います｡

��������
����

平成21年秋以降の予定です｡ 申込先については
未定です｡ 決まり次第､ 改めてお知らせします｡

���� !"#! $�

・支援の申し込みには､ ＮＨＫと受信契約を結び､
全額免除の適用を受けることが必要です｡

・支援は現物給付です｡ 自分で購入したチューナー
やアンテナの費用を精算することはできません｡

%&' ()*�+

支援全体については ��� �����	
���

������������

受信契約､ 受信料免除は �������	
���

������������

����������������		
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今年も水稲を病害虫から守るため､ ヘリコプターによる農薬散布が実
施されます｡ 航空防除は事故のないよう十分注意して行いますが､ 町民
の皆さんのご理解とご協力をお願いします｡

,-./ 01.2

,-345 67859:;59<;5�=>

,-34�? ��@ABBC DE:BABB

※天候不順により散布日､ 時間が変更される
ことがあります｡
詳しくは､ 広報無線等でお知らせします｡

%&' ()*+

役場 産業建設課 産業担当 TEL �;F�BB;
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GHIJKL�

〒030-0861 青森市長島2－10－４ ヤマウビル７F
(財) むつ小川原地域・産業振興財団 TEL 017 (773) 6222

GKL�� 当財団のシンボルマークを募集｡
当財団の助成を受けて行うイベントの事業主体が作成するポスター
などに使用する｡
当財団は､ 原子燃料サイクル事業者の協力のもとに､ 県内各地の
産業振興や地域づくりの取り組みに幅広く支援しており､ それを視
覚的に印象付けることを目的として制定｡
GKLM4

Ａ４版用紙を使用｡ 彩色は色紙を除き４色以内｡ 作品の裏面に住
所､ 氏名､ 電話番号､ 職業 (学校名､学年)､ デザインの意図を明記｡
応募点数制限なし｡ ただし､ １枚につき１点｡ 作品の返却は不可｡
GKLNO 不問
GP 最優秀賞１点＝10万円

優秀賞 (４点以内) ＝各２万円
GQR 平成21年９月30日 (当日消印有効)
GST 11月､ 入賞者に直接通知
GUV 入賞作品の版権､ 著作権は主催者に帰属し､ 採用作品は

使用する場合に補作することがある｡
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口座振替での１ケ月ごとのお支払なら､ その月の保険料をその月
の末日に口座振替する ｢早割｣ にすると月額50円の割引となります｡
(※一部納付の承認を受けている方は ｢早割｣ を利用できません)
また､ 口座振替で前納 (保険料の前払い) することもできます｡
８月末までに申込みすると､ 平成21年10月から平成22年３月までの
６ケ月分の前納をご利用でき､ 現金で月々納付した場合と比べて
1,000円の割引となります｡
手続きは簡単です｡ ｢口座振替申出書｣ に必要な事項を記入・押

印 (金融機関の届出印) し､ 口座を開設している金融機関窓口にお
申し込みください｡ また､ 社会保険事務所に提出してもかまいません｡
｢口座振替申出書｣ は､ 市町村国民年金担当係､ 金融機関の窓口

や社会保険事務所に備えつけてあります｡
また､ 社会保険庁のホームページからプリントアウトすることもで
きます｡ (http://www.sia.go.jp/)
%&' ()*+

役場 町民福祉課 町民担当 TEL �;F�BB�
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い
ず
れ
の
条
例
も
半
島
振
興
法
の
改
正
、

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
改
正
に

よ
る
も
の
。
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1
2
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C
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D
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�
E
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G

H
I
J
K
L
M
N
B

�
�
�
�
O
P
Q
R
,
Q
R
�
S
T
�
E
F
G

田
邉
春
作
氏

(

72
歳

今
別)

の
再
任
命

に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

�
U
�
V
�
�
W
X

二
股
地
区
に
青
森
県
が
砂
防
ダ
ム
建
設
に

伴
う
国
有
地
を
字
深
沢
に
編
入
し
た
も
の
。

Y
Z

今
後
、
国
の
動
向
や
交
付
税
の
状
況
に

よ
り
健
全
化
計
画
の
変
更
も
余
儀
な
く
さ
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
財
政
が
健
全
化
に

向
く
ま
で
、
ぜ
ひ
小
鹿
町
長
の
手
で
町
政
を
導

い
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
の
抱
負
と
今
別
町

に
懸
け
る
思
い
を
お
聞
き
し
ま
す
。

�
�

私
が
就
任
し
た
の
が
平
成
13
年
10
月
で

あ
り
ま
す
。
当
時
は
上
磯
５
町
村
の
合
併
問
題

が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
し
て
町
民
セ
ン

タ
ー
が
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
財
政

問
題
は
あ
ま
り
話
題
に
も
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
は
私
を
始
め
住
民
た
ち
も
財
政
は

問
題
な
し
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
就
任
し
て
び
っ
く
り
し
た
の
が

赤
字
財
政
の
運
営
で
し
た
。
そ
れ
も
８
年
が
か

り
で
ど
う
に
か
薄
明
か
り
が
見
え
て
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
安
心
で
き
る
状
況
に
は
至
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
中
で
北
海
道
新
幹
線

青
森
〜
函
館
間
の
開
通
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
考
え
た
場
合
私
は
高
齢
者
と
し
て
心

が
、
再
度
の
立
候
補
問
題
に
揺
れ
て
い
る
の
が

実
情
で
あ
り
ま
す
。
財
政
問
題
そ
し
て
奥
津
軽

駅
の
誕
生
や
将
来
の
町
の
発
展
策
を
ど
う
す
る

の
か
な
ど
、
色
々
な
課
題
を
考
え
な
が
ら
熟
慮

し
て
い
る
処
で
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ま
暫
く
猶

予
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Y
Z

国
道
280
号
与
茂
内
橋
付
近
の
整
備
等
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
国
道
280
号
海
岸
線
は
当
町

に
お
い
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
主
要
生
活
道
路

で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
与
茂
内
橋
か
ら
山
崎
方
面
へ
消
波

ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
、
村
元
か
ら
山
崎
ま
で
の
区

間
で
階
段
式
護
岸
の
設
置
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
国
や
県
へ
の
要
望
を
お
願
い
し

ま
す
。

�
�
�
�

�
�

当
該
道
路
は
、
過
去
に
決
壊

し
大
変
不
便
を
き
た
し
た
経
緯
が
あ
り
、
そ
の

対
策
と
し
て
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
も
設
置
し

て
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
場
所
は
、
根
継
ぎ
護
岸

に
よ
る
保
護
対
策
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
消

波
ブ
ロ
ッ
ク
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

｢

村
元
か
ら
山
崎
ま
で
の
階
段
式
護
岸
の
延

長
に
つ
い
て｣

は
、
当
初
村
元
か
ら
山
崎
ま
で

要
望
し
ま
し
た
が
、
800
ｍ
区
間
は
高
潮
対
策
事

業
で
採
択
さ
れ
階
段
式
護
岸
と
離
岸
堤
に
よ
り
、

平
成
17
年
度
に
完
成
し
て
い
ま
す
。
残
り
の
山

崎
ま
で
の
区
間
は
、
人
家
も
な
く
投
資
効
果
が

少
な
い
こ
と
か
ら
事
業
の
採
択
が
見
送
ら
れ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、
別
の
事
業
で
実
施
で
き

な
い
か
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
状
況
を
詳
し
く
調
査
し
、
引
き
続

き
早
期
整
備
を
要
望
し
ま
す
。

Y
Z

中
学
校
の
校
門
の
前
で
数
人
の
生
徒
た

ち
が
、
ど
こ
の
誰
と
も
知
ら
な
い
私
た
ち
に

｢

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。｣

と
大
き
な
声
で
挨

拶
を
し
て
い
ま
す
。
今
の
日
本
の
社
会
を
見
る

に
一
番
不
足
し
て
い
る
の
が
、
挨
拶
と
感
謝
の

心
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
将
来
の
わ
が
今

別
町
を
守
る
子
供
達
に
大
き
な
エ
ー
ル
を
贈
り
、

守
り
育
て
て
参
り
た
い
、
町
長
の
ご
高
見
を
賜

り
た
い
。

�
	
�

�

挨
拶
運
動
の
効
果
と
し
て
は
、
豊

か
な
人
間
性
を
育
む
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

挨
拶
が
き
っ
か
け
で
、
犯
罪
・
交
通
事
故
の
防

止
も
期
待
で
き
ま
す
。
中
学
校
で
は
、
ク
ラ
ブ

活
動
の
一
環
と
し
て
各
ク
ラ
ブ
が
年
間
を
通
し

て
校
門
前
で
、
ま
た
、
規
律
委
員
会
は
生
徒
玄

関
で
挨
拶
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
町
民
参
加
型
の
挨

拶
運
動
も
展
開
し
て
い
ま
す
。
笑
顔
で
交
わ
す

挨
拶
は
、
人
の
心
を
開
か
せ
、
仲
間
意
識
を
高

め
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
く
も
の
で
あ
り

ま
す
。

子
供
達
も
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
の

で
、
私
た
ち
大
人
も
率
先
し
て
挨
拶
に
取
り
組

ん
で
頂
き
、
子
供
達
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
、
見

守
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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い
ず
れ
の
条
例
も
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る
も
の
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平
成
20
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
の
専
決
報
告
６
件
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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巡
回
バ
ス
の
購
入
に
つ
い
て
、
青
森
日
野
自
動
車
株
式
会
社
と
の
売
買
契
約
の
締
結
を
可
決
。

契
約
金
額
は
８
’
１
９
０
千
円
。
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い
ず
れ
の
条
例
も
人
事
院
の
勧
告
を
受
け
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
ど
お
り
支
給
割
合
を
改
正

し
た
も
の
。

�

����
�

�
�

第
382
回
定
例
会
は
平
成
21
年
６
月
19
日
招
集

さ
れ
、
24
日
ま
で
６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
報
告
２
件
、

条
例
案
２
件
、
そ
の
他
１
件
、
平
成
21
年
度
予

算
案
６
件
、
人
事
案
１
件
を
原
案
ど
お
り
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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�
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３
月
の
質
問
以
来
、
保
護
者
の
要
望
を

取
り
入
れ
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
部
活
も

大
事
な
教
育
の
一
環
で
す
の
で
、
子
供
達
の
た

め
に
暖
か
い
配
慮
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�
�

�
�

関
係
部
署
と
協
議
し
て
で
き
う
る

範
囲
で
運
行
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
郡
、
県
大

会
で
あ
れ
ば
要
望
ど
お
り
、
全
て
バ
ス
運
行
し

て
い
ま
す
。

部
活
の
大
切
な
こ
と
は
、
十
分
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
指
導
し
て
い
る
先
生
方
の
協
力
、
そ

し
て
保
護
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
引
き
続
き

支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�

歯
止
め
の
利
か
な
い
少
子
化
に
、
最
近

の
運
動
会
を
見
て
も
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
で
す
。

統
合
と
も
な
れ
ば
い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
出
て
く

る
の
も
事
実
で
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
小
・
中
学
校

の
統
合
も
真
剣
に
検
討
す
る
時
期
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
の
見
解
は
い
か

が
な
も
の
か
伺
い
た
い
。

�
�

�
�

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
歯
止

め
の
掛
か
ら
な
い
少
子
化
等
、
大
き
な
変
化
の

中
に
あ
り
ま
す
。
今
別
町
に
お
い
て
も
例
外
で

は
な
く
、
児
童
生
徒
数
は
急
激
に
減
少
し
て
お

り
、
今
後
も
減
少
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
別
町
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
を
見
る
と
、

小
学
校
統
合
時
の
平
成
12
年
度
で
児
童
数
が
169

人
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
は
110
人
と
な
り
、
平

成
５
年
度
の
中
学
校
統
合
時
は
、
生
徒
数
が
227

人
あ
っ
た
も
の
が
、
52
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

将
来
、
１
学
級
10
人
前
後
が
予
測
さ
れ
、
こ

の
よ
う
な
児
童
生
徒
数
の
急
激
な
減
少
は
、
学

校
に
お
い
て
円
滑
な
教
育
活
動
を
行
う
た
め
影

響
が
あ
り
、
特
に
小
規
模
校
に
お
い
て
は
深
刻

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
学
習
や
部
活
動
の
効
率

性
な
ど
、
教
育
的
な
見
地
か
ら
十
分
検
討
の
う

え
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
町
の
重
要
課
題
と
し

て
取
り
上
げ
、
今
後
の
教
育
施
策
を
計
画
し
て

参
り
ま
す
。

�
�

西
田
地
区
に
は
会
館
が
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
た
ち
が
、
会
館
に
集
ま
っ

て
お
茶
飲
み
し
な
が
ら
、
近
況
報
告
し
あ
う
の

は
極
め
て
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

な
ん
と
か
し
て
あ
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
ご
配
慮
を
賜
り
た
い
。

�
�

�
�

会
館
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
の
場
と
し
て
、
重
要
な
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
現
在
、
各
地
区
の
会
館
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
区
で
建
築
し
た
も
の
、
町
の
施
設

を
利
用
し
て
い
る
場
合
等
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
西
田
地
区
に
お
い
て
は
以
前
、
北

校
今
別
校
舎
生
徒
会
館
の
利
用
に
つ
い
て
、
地

区
で
の
使
用
等
の
了
解
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
と
話
し
あ
っ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

�
�

財
政
問
題
に
つ
い
て
は
完
全
と
は
言
え

な
い
が
、
一
筋
の
光
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た

こ
と
に
安
堵
し
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
頑
張
っ

て
、
町
民
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を

と
思
い
ま
す
。

待
ち
か
ね
た
新
幹
線
は
そ
こ
ま
で
来
て
い
る

と
い
う
状
況
の
中
で
、
町
の
活
性
化
を
図
る
に

は
今
が
最
高
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
進
ま
な
い
の
が

町
の
活
性
化
で
す
。

わ
が
町
で
観
光
面
に
力
を
入
れ
る
と
す
れ
ば
、

具
体
的
に
は
何
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、

農
漁
業
の
振
興
策
と
商
工
業
者
の
充
実
発
展
を

い
か
に
し
て
図
っ
て
い
く
の
か
、
町
長
の
今
後

の
お
考
え
を
賜
り
た
い
。

�
�

観
光
面
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
い

ま
の
状
況
を
み
ま
す
と
観
光
地
と
し
て
の
高
野

崎
な
ど
は
、
通
り
一
辺
だ
け
の
感
が
あ
り
ま
す
。

弁
当
持
参
で
食
べ
空
を
捨
て
ト
イ
レ
を
使
っ
て
、

は
い
さ
よ
う
な
ら
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
り
ま

す
。
観
光
と
言
っ
て
も
や
は
り
お
金
を
使
っ
て

も
ら
え
る
観
光
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
で
困
っ
て
い
る
の
は
浜
名
温
泉
や
じ
ゅ
楽
旅

館
が
無
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。

泊
ま
っ
て
頂
く
観
光
が
一
番
理

想
で
す
が
、
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
の
が
実
状
で
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
７
年
後
に
は
北
海

道
新
幹
線
の
開
業
に
合
わ
せ
て

何
か
し
ら
手
を
打
た
ね
ば
と
心

は
あ
せ
っ
て
い
る
所
で
あ
り
ま

す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
農
・
漁
業
振
興
策
に
つ
い
て
も
町
の

基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
の
で
、
最
大
の
関
心
を

持
っ
て
事
に
当
た
っ
て
い
る
訳
で
す
が
、
こ
れ

も
又
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
の
が
実
状
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
進
展
さ
せ
る
た
め
苦
慮
し
て
い
る
所

で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
に
は
深
い
ご

理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

�
�

�
�

観
光
面
か
ら
考
え
た
時
に
、
そ
の

施
策
等
に
は
経
済
的
効
果
が
伴
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
た

だ
、
現
状
に
お
い
て
は
通
過
型
の
観
光
で
あ
り
、

町
の
経
済
に
大
き
な
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。

町
の
観
光
素
材
と
し
て
は
、
津
軽
国
定
公
園

に
指
定
さ
れ
て
い
る
高
野
崎
を
中
心
と
し
た
美

し
い
海
岸
線
、
史
跡
、
名
所
な
ど
の
ほ
か
、
郷

土
芸
能
で
あ
る

｢

荒
馬｣

も
立
派
な
観
光
素
材

と
な
り
得
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
た
だ
一
町

村
だ
け
で
の
滞
在
型
観
光
へ
の
対
応
は
非
常
に

難
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
来
年
度
の
東
北
新
幹
線
新
青
森
駅

開
業
や
そ
の
後
の
北
海
道
新
幹
線

[

仮
称]

｢

奥
津
軽
駅｣

開
業
を
見
据
え
、
広
域
的
な

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
当
町
の
持
っ

て
い
る
観
光
素
材
に
付
加
価
値
を
付
け
な
が
ら

津
軽
半
島
を
観
光
圏
域
と
し
た
観
光
メ
ニ
ュ
ー

の
発
掘
等
が
で
き
な
い
か
、
関
係
団
体
な
ど
と

模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
事
業
者
自
身
の
自
助
努
力
も
不
可
欠

な
も
の
で
あ
り
、
創
意
工
夫
に
よ
る
積
極
的
な

事
業
展
開
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
商
工
業
者
の
充
実
発
展
を
い
か
に
し

て
図
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
現

状
に
至
る
ま
で
の
最
大
の
要
因
と
し
て
、
年
々

減
少
の
一
途
を
た
ど
る
人
口
や
少
子
高
齢
化
が

深
く
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
例
を
見
な
い
30
％
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
の
商
品
券
発
行
事
業
へ
の
支
援
を
し

た
ほ
か
、
お
盆
、
年
末
に
向
け
た
更
な
る
支
援

な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
正
直
、
施
策
に

は
大
変
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
関
係
し
た
分
野
で
の
事
業
や
活
動

の
範
囲
を
広
げ
、
ほ
か
の
分
野
も
巻
き
込
ん
だ

形
で
の
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
事
業
展
開
す

る
施
策
を
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�
	


�

�
�

当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
一

次
産
業
の
振
興
は
重
要
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
水
田
経
営
所
得

安
定
対
策
を
根
幹
に
、
施
設
を
活
用
し
た
通
年

農
業
の
確
立
及
び
土
地
利
用
型
農
業
と
畜
産
を

含
め
た
複
合
経
営
が
農
家
所
得
の
向
上
に
は
必

要
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
種
苗

放
流
等
も
含
め
た
資
源
管
理
型
漁
業
を
一
層
推

進
し
漁
家
所
得
の
向
上
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
農
漁
業
の
振
興
策
は
、

早
急
に
結
果
が
見
え
る
も
の
で
な
い
こ
と
か
ら

根
気
よ
く
関
係
者
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�
�

消
費
者
金
融
、
す
な
わ
ち
サ
ラ
金
の
多

重
債
務
に
悩
ん
で
い
る
方
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

裁
判
所
で
行
う
弁
護
士
の
無
料
相
談
で
指
導
を

受
け
た
り
、
社
協
の
担
当
に
相
談
し
た
り
い
ず

れ
に
し
て
も
大
変
な
問
題
で
す
。

３
年
前
に
で
き
た
利
息
制
限
法
の
内
容
等
は
、

理
解
し
て
い
な
い
方
が
多
い
の
で
は
と
思
い
ま

す
。
消
費
者
金
融
に
は
絶
対
に
手
を
出
さ
な
い
、

ま
た
既
に
多
重
債
務
に
陥
っ
て
い
る
方
々
に
救

い
の
手
を
差
し
述
べ
て
い
く
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
も
、
力
を
入
れ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
如

何
で
し
ょ
う
か
。

�
�
�

�

多
重
債
務
者
の
多
く
は
、
借
金
の

返
済
に
追
わ
れ
て
新
た
な
借
入
を
繰
り
返
し
、

状
況
を
悪
化
さ
せ
、
日
々
取
り
立
て
に
追
わ
れ
、

次
第
に
余
裕
を
失
い
、
冷
静
な
判
断
が
出
来
な

く
な
る
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

平
成
18
年
に
制
定
さ
れ
た

｢

利
息
制
限
法｣

は
、
元
本
が
10
万
円
未
満
は
年
20
％
、
元
本
が

10
万
円
以
上
100
万
未
満
の
場
合
年
18
％
、
元
本

が
100
万
以
上
の
場
合
は
15
％
を
超
え
た
利
息
に

つ
い
て
は
無
効
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

過
払
が
発
生
し
た
場
合
は
、
お
金
が
返
っ
て
き

ま
す
。
こ
の
法
律
が
充
分
周
知
さ
れ
、
そ
の
手

続
き
、
整
理
方
法
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
方
は

少
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
周
知
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

相
談
の
場
は
、
現
在
町
で
行
っ
て
い
ま
す
行

政
相
談
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
あ
り
ま
す
が
、

多
重
債
務
者
に
特
化
し
た
相
談
窓
口
で
は
な
い

の
で
、
今
後
そ
の
体
制
整
備
に
も
努
め
ま
す
が
、

安
易
な
借
入
に
も
十
分
警
鐘
を
な
ら
し
不
幸
な

事
態
を
未
然
に
防
げ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

５
月
14
日
に
県
議
会
議
員
と
合
流
し
、
三
村

知
事
と
町
お
こ
し
、
町
の
特
産
物
、
新
幹
線
な

ど
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。
知
事
か
ら
は
、

地
域
活
性
化
の
た
め
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
と

大
変
心
強
い
言
葉
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
東
青
地
域
県
民
局
地
域
整
備
部

長
、
県
土
整
備
部
長
を
訪
問
し
、[

仮
称]｢

奥

津
軽
駅｣

周
辺
の
整
備
及
び
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
に
つ
い
て
要
望
、
ま
た
東
青
地
方
漁
港
漁

場
整
備
事
務
所
長
に
は
、
町
内
の
漁
港
漁
場
の

整
備
要
望
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
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議
会
の
傍
聴
は
、
名
簿
に
氏
名
と
住
所
を
記

入
す
る
だ
け
で
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
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21日 総務文教常任委員会

産業建設常任委員会
広報委員会

28日 青森銀行へ陳情
(議長､ 副議長)

30日 第３８０回臨時会

��
１日 議長事務局長合同会議
14日 県知事及び東青地域県民

局他表敬訪問
20・21日 県選出国会議員表敬

訪問
22日 平成21年度県町村議長会

臨時総会
25日 平成21年度青森県新幹線

建設促進期成会総会
29日 第３８１回臨時会

��
３日 県町村議長会臨時総会
15日 議会運営委員会

総務文教常任委員会
産業建設常任委員会

19日 北海道新幹線開業促進特
別委員会

19日～24日 第３８２回定例会
24日 広報委員会
30日 新たな過疎対策法の制定

に係る青森県総決起大会
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※
町
に
住
所
を
有
す
る
３
歳
以
下

(

平
成
18
年
４
月
２
日

誕
生
日
以
降)

の
子
ど
も
さ
ん
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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今別町出身者が集い発足した ｢ラブ・いまべつ会｣
主催の東京交流会は､ 今年10回目を迎えます｡
今回の日程､ 会場等は下記のとおりです｡
(会未加入者の参加も大歓迎です｡)

�� � 平成21年９月22日 (火) 国民の休日
午前10時 (片瀬江の島駅前 集合)

�� � 神奈川県 湘南 片瀬江の島
�� 	 大人4,500円 中・高生3,000円

小学生1,000円 (３年生以下は無料)
�
 � 観光地引き網､ バーベキュー
���� ラブ・いまべつ会員とその家族

(60名予定)
�� � � ・会費は現地で徴収します｡

・台風以外､ 雨天決行です｡
・参加希望者は８月26日までに電話で
事務局 (今別町役場 企画担当
0174－35－2001) へ連絡下さい｡

※ラブ・いまべつ会は結成18周年を迎えました｡
現在の会員は140名程です｡ 今別町出身者であれば
どなたでも加入できます｡ 会員には広報紙を毎月お
届けしています｡ [会費は年間2,000円]
加入希望者はお気軽に事務局へご連絡下さい｡
TEL 0174－35－2001 (役場 企画担当)

��������
	
���������

役場では､ 次のとおり直通の電話番号を設置しました｡
35－2001番はこれまで通り役場の代表番号です｡
今別町役場(代表) ������� 総務課税務担当
町民福祉課町民担当 ������� �������

〃 福祉担当 ������� 教育委員会
産業建設課産業担当 ������� �������

〃 建設担当 �������

水 道 課 �������
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